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トロリーバスとは
Trolleybus
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いろいろな名前で呼ばれ、
まさに、都市交通の継子である

Ｔｒａｎｓｉｔ Ｓｔｅｐｃｈｉｌｄ
関電トンネルトロリーバス

関西電力 提供



日本のトロリーバス運行都市
昭和7年から昭和47年まで運行

京都市、名古屋市、川崎市、東京都、大阪市、横浜市

京都市

大阪市

名古屋市

東京都



昭和39年(1964)8月1日 開業

平成4年(1994) 8月1日 30周年

平成30年(2018)11月30日 廃止

関電トンネルトロリーバス



世界各地のトロリーバス

現在でも40数カ国 約300都市で活躍している

ブラジル・サンパウロ

ロシア・モスクワ

スイス・ジュネーブ



日本最初の無軌道電車
雲雀丘花屋敷で運行



昭和初期の雲雀丘花屋敷



新花屋敷温泉全景 温泉館・遊園地

川村綱子氏 提供



新花屋敷温泉内部と遊園地

モダンなロビーと大浴場

温泉遊園地風景

川村綱子氏 提供



昭和初期の花屋敷の風景

満願寺付近の農家

幌付きオープンカーで客送迎

川村綱子氏 提供



日本無軌道電車
新花屋敷温泉 創業者

田中数之助

田中数之助氏と川村綱子さ
ん

久留米かすり展示会

川村綱子氏 提供



日本無軌道電車路線図と勾配図
最高14.2%の勾配

日本のトロリーバス 提供



日本最初の無軌道電車運行

資本家

田中数之助

支配人

宇喜多 秀穂

設計

黒田 豊

三人の産業界の先駆者

日本無軌道電車



日本無軌道電車
昭和初期 1920年代のトロリーバス

イギリス・チェスターフイルド
AEC製602型 大正13 (1924)

日本無軌道電車
日本輸送機製作所製 昭和3年 (1928)

上海市 大正3年 (1914) 開業

方向回転盤英国製



日本無軌道電車の仕様



日本無軌道電車の車内
運転席横円筒型路面電車用ノッチにより速度を加減

座席は長椅子、吊革付き 定員28人

OHM社 提供長尾台停留所



日本無軌道電車

開業・開通式当日の風景

開通式の電車デコレーション

中央 田中数之助社長
右側 宇喜多秀穂支配人

日本無軌道電車乗車券
片道10銭、往復15銭

阪急学園池田文庫 提供

川村綱子氏 提供



大阪毎日新聞 昭和3年7月31日大阪朝日新聞

開業を伝える新聞記事



日本無軌道電車運行風景

朝日新聞社・川村綱子氏 提供

長尾山駅本社前
(ループ線で待機中)

つつじヶ丘の坂道
(中央の道路敷が舗装している)

車掌がポールを直している (側柱と架線の状況
が良く分かる)

途中で乗客が下車している(乗り降り
は後部ドアから)



現地取材と情報提供を求める新聞記事(1993年)

吉川文夫氏 若田一枝さん

当時の広告チラシ 中村九一氏 提供

満願寺山門

川村綱子さん 辰巳もよさん





日本初の無軌道電車



企業家の栄光と挫折

田中社長



新花屋敷の幼馴染みが再会



長尾台の当時と現在の様子

現在もガレージのレンガ壁が残っている
長尾台 峠の茶屋



完


